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報告書の発行にあたり

法政大学地域研究センターは、自治体、企業、地域社会、 NPO などと大学との連携をつく

りあげ、大学の知的資源を地域の中で役立たせることを一つの使命にしています。

このたび、千代田区が進める「千代田学j プロジェクトの一環として区の支援のもと、 f千

代田区内立地企業の環境活動を中心とした CSR (企業の社会的責任) J について調査研究を進

めてまいりました。

千代田区は、いうまでもなくわが国首都のなかでの中心であり 、行政機関はもとより企業の

本社が集中的に立地している極めてユニークな地域です。 したがって、当地域の将来を考える

うえにおいて、区内企業本社と千代田区地域との間の関わりは、当該企業が地域社会をどう捉

え、どう対応しているかということの象徴としてみることができるかもしれません。

逆にまた、それら企業の千代田区地域との関わり方の一つ一つのモデルが、日本の社会全体

に大きな影響を与える可能性を持つ、強力な「テコ J のポジションを千代田区という地域が持

っているともいえましょう 。

本調査研究は、企業 CSR のかなでとりわけ地域と深く関係する環境活動に焦点を当て、実

態把握と将来展望を進めたものです。地域貢献に関する企業アンケート調査の実施、個別企業

へのヒアリング、分析とまとめ、そしてシンポジウム開催などの一連の調査活動を通し、おぼ

ろげながら輪郭がほぼ見えてきたものがあります。それは、企業の地域環境活動は、まさに芽

がで始めており、その推進への意志も多くの企業で見受けられるということです。そしてまた、

これらの萌芽的意志を具現化するにあっての重要なキーポイントは、地域における企業・行政・

社会・大学などの間における双方向的コミュニケーションの充実であると考えられます。

このコミュニケーションは、言し、かえれば、地域活動として何かをやりたいと思うが、何を

やったらよいのか、何がし、ちばん求められているのか、といったことから始まり、お互いに誰

とどのような協働がありうるのか等々の日常的な情報交換の必要性であろうとおもわれます。

千代田区においては、人材、技術など多くの面において世界的ともいえる高い能力が凝集し

ていることはいうまでもありません。もし、その一部が、協働的に提供され、地域に還元され

ることがあるとすれば、世界でも類まれな首都中心の活動として多くの耳目を集めることは間

違いないと思われます。そのための関係各主体聞におけるコミュニケーションの手段や協働の

方法とその可能性などについては、今後の調査研究と位置づけて、次の企画として平成 17 年

度の「千代田学j プロジェクトとしてすでに区の助成も決定されております。

本調査研究は、千代田区及び、多くの区内企業のご協力のもとに進められたものであり、こ

の報告書そのものが地域内各主体の協働の成果によるものであると認識しております口そして、

本調査研究のプロセスおよび成果は、地域のことは地域で考えるという、「千代田学j プロジ

ェクトの趣旨に沿ったものと自負いたしております。

末尾ながら、補助事業としてとりあげていただきました千代田区、アンケートおよびヒアリ

ングに協力いただきました関係各企業、および調査研究作業に助力いただきました NPO 法人

人間環境ネット 21 及び人間環境学部生の各位に改めて深く御礼申し上げます。

2005 年 3 月 31 日

法政大学地域研究センタ一千代田学プロジェクト

研究責任者 石神 隆(法政大学人間環境学部教授)
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